
「資料で見る県女の歴史と伝統」 

 
第５８回皆実有朋会定期総会でのパネル展示資料 

 
 

No． 内容 資料管理 
１． 木綿の筒袖・袴を着用 2011-003-Y43-堀内-1-b-1 
２． 洋服の体操服 2010-016-Y15-青盛-1-b-1 
３． 生徒必携と校訓十か条 2011-002-Y23-永田-101-a-18 
４． 正門前の登校風景 2010-009-D99-同窓会-128-b-11 
５． 昭和１１年度入学志願者心得 2011-001-Y35-山澤-2-a-2 
６． 受験票と合格通知 2011-001-Y35-山澤- 1-a-1、3-a-3 
７． 授業料納票 

身分証明書 
2011-002-Y23-永田-94-a-11 
2010-019-Y21-松本-1-a-1 

８． ２３期生が学んだ教科書 2011-002-Y23-永田-9-d-9, 21-d-21, 40-d-40, 
58-d-58, 59-d-59, 72-d-72 

９． 夏休みの多彩な行事 2010-009-D99 -同窓会-132-a-5 
１０． 全国大会で活躍する生徒たち 皆実有朋百周年記念誌より 
１１． 大竹方面への徒歩遠足 第５４回皆実有朋会総会冊子 より 
１２． 制服の名札が手がかり 2010-001-Y45-倉西-1-b-1,  2-b-2 
１３． 旧陸軍被服支廠の木造校舎とグ

ランド 
皆実有朋百周年記念誌より 

１４． 被爆１周忌法会で哀悼歌 2010-002-Y43-中村-1-a-1 
１５． 下中町一番地の県女跡地 2010-013-Y42-戸川-2-a-2 
１６． 五線譜のある追悼の碑 ２０１１年８月 皆実 17 期西村健二氏撮影 

 
 
 
 
 
 
 
 



１．木綿の筒袖・袴を着用

　１９１４（大正３）年卒業を記念して区域会の下級生たちと撮影。

第二代斎藤校長は１９０５（明治３８）年「生徒の心得べき箇条」

を挙げ、将来一家を預かる者として服装は質素を旨とすると説いた。

平常は木綿の筒袖・袴、足下は靴を着用することになり、質素倹約

の精神は徐々に浸透していった。

　区域会の目的は風紀規律の指導と生徒同士の自律にあった。全学

年の生徒を２６の通学区域に分け、各区域に担当教員１人、生徒の

係長、副係長を任命していた。

「有朋歴史資料の収集・継承」　小委員会



２．洋服の体操服を制定

　制服が決まるより７年早い１９１３（大正２）年、体操服が制定さ

れた。霜降り木綿のモダンなもので、洋服の体操服は中国地方で初め

てのことであった。袴にたすきがけでは動きにくく健康上も良くない

ことと、洋服化が社会的に進んだことも背景にあった。

　斎藤校長は、一国の基礎は一家にあり、一家の消長は主婦の健康に

あるとして、体育活動を重視していた。当時としては衝撃的なことで

あり、新しい教育実践であった。こうした結果、県女の生徒の体格は

全国的にみても上位で、日に焼けた様子をブラックダイヤモンドと言

われた。

「有朋歴史資料の収集・継承」　小委員会



３．生徒必携と校訓十カ条

　斎藤校長は生徒に「誠の人となれ」（至

誠）と説き、至誠の根本は無限の親切・

無限の辛抱であると説いた。１９１７（大

正６年）制定の校訓十カ条にも「親切辛

抱なるべきこと」が含まれ、県女・第一

県女の伝統として長く受け継がれていっ

た。

「有朋歴史資料の収集・継承」　小委員会

写真は２３期生（大正１３年）入学の生徒必携



４．正門前の登校風景

　礼儀作法が重んじられ、上級生には１５度、先生には３０度など、

お辞儀の角度も決められていた。行事で整列した講堂内はもちろん、

教室への移動時も全く私語はしなかった。また、県女の生徒は胸を

張りまっすぐ前を向いて元気よく歩くので、見ただけでわかるとも

言われた。

　向かって左の門柱に「広島女子専門学校」とある。斎藤校長は文

部省や県当局へ強く働きかけ、１９２８（昭和３）年本校の専攻科

が昇格し、全国で５番目の公立女子専門学校となった。財政的理由

で昇格後も県女内に留まっていたが、１９３５（昭和１０）年に宇

品の地に移る。後に広島女子短期大学、広島女子大学、男女共学の

広島県立大学として発展していく。

「有朋歴史資料の収集・継承」　小委員会



５．昭和１１年度入学志願者心得

　志願者資格に「品行方正

なる者」とある。募集人員

は第１学年２５０名、修業

年限は５カ年。選抜考査は

３日間で、口頭試問、筆記

試験および身体検査が行わ

れた。授業料は１年間５０

円、その他学用品費、諸費

が必要であること、制服、

寄宿舎などについて書かれ

ている。

「有朋歴史資料の収集・継承」　小委員会



６．受験票と合格通知

　「５．昭和１１年度入学志願者心得」と共に大切に保管されていた

もの。大正後期から、広島県内にも次々と高等女学校、実科高等女

学校が創立され、１９３１（昭和６）年には公立・私立を含め３７

校あった。１９３６（昭和１１）年前後の県女志願者倍率は３．５

倍から３．７倍。受験者は９００人近くいたと思われる。受験番号

４００番までは午前８時登校、４０１番以降は午前１１時３０分登

校となっている。

「有朋歴史資料の収集・継承」　小委員会



７．授業料納票と身分証明書

　大正１３年の１年間の授業料は３６円。その他図書費、校友会費な

ど諸費として５円８０銭、雑部金として教科書、学用品、遠足、夏服

制服その他で３円７０銭、合計４５円５０銭必要であった。５年生に

なった昭和３年は授業料が４２円になっており、修学旅行費なども加

わり、かなり高額になったと思われる。

　ちなみに当時、巡査の平均月俸は５２円から５３円、一般企業の課

長級で月俸１００円であった。（『物価の世相１００年』岩崎爾郎著　

読売新聞社刊より）

「有朋歴史資料の収集・継承」　小委員会

　大正１３年の１年間の授業料は３６円。その他図書費、校友会費な

ど



８．２３期生が学んだ教科書

　大正末期から昭和１０年頃までに使用された教科書が、数多く提供

されている。代々受け継いだ生徒の名前が書かれているものもあり、

大切に扱われていたことがわかる。

　戦争中被災を免れた貴重な第一県女蔵書が、皆実高校図書館に伝わ

り、この度同窓会に譲り受けている。

「有朋歴史資料の収集・継承」　小委員会
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９．夏休みの多彩な行事

　昭和 11年度の夏季休業中の行事を保護者宛に配布したプリント。

進学のための補習なども行われている。臨海生活や林間生活、身体が

丈夫でない生徒のためにチチヤス牧場で行われた保健集落など、様々

な行事があった。この頃の臨海生活は、安芸郡坂村の海岸へ毎日通っ

て行われ、１年生は全員、２年生は自由参加であった。最終日には２

キロの遠泳もあったが、日頃の厳しさとは違う楽しさがあり、夏休み

の団体生活の中で最も楽しい行事であった。仏通寺林間生活は精神修

養を目的とし、３年生以上の希望者が参加した。登山旅行は大山や北

アルプス白馬岳に登った年もあり、山好きの第三代梅林寺校長が同行

した年もあるという。運動部の大会出場、遠征の予定なども記されて

いる。

「有朋歴史資料の収集・継承」　小委員会



１０．全国大会で活躍する生徒たち

全日本排球選手権大会女子中等学校の部で 2年連覇の部員（写真上）

　1934( 昭和 9)，1935 年と連続優勝した部員たちは、翌 1936 年 7月

朝鮮排球協会から招待され、京城 ( ソウル ) で高等女学校チームと親

善試合を行った。そして女子高等普通校の生徒たちと友好を深めた。

森田・成田組の凱旋を祝って（写真下）

　1934( 昭和 9) 年全日本女学校庭球大会では永山・佐久間組が優勝。

伊勢神宮大会では、一般女子の部と女子中等学校で優勝し、優勝旗2本、

賞状 8枚、メダル１２、カップ 2個すべて獲得して凱旋。

「有朋歴史資料の収集・継承」　小委員会



１１．大竹方面への徒歩遠足

　創立時より遠足はほとんどの行程が徒歩であり、体力増強に一役

買っていた。春秋どちらかの、十里遠足と言われた大遠足では、船

越峠を越え焼山を経由し呉の二河公園を目的地としたこともあった。

毎月１回の小遠足、４月の新入生歓迎遠足、２月の卒業生を送る八木、

草津梅林への遠足、学年別の遠足、健康組み・中健組み・病弱組み

に分けての遠足などがあった。町中を歩くときはいつも無言。郊外

に出てやっと会話も許可され合唱も始まった。

「有朋歴史資料の収集・継承」　小委員会



１２．制服の名札が手がかり

　昭和２０年８月、すでに上級生は郊外の工場に動員されていたが、軍・市の
要請を受け１年生も土橋・小網町での建物疎開に動員されることになった。８
月６日月曜日がその初日であった。７時に集合後制服を身軽な作業服に着替え、
弁当などと一緒に木陰に置いた。間もなく８時１５分。爆心地から近いうえ建
物が取り壊され遮蔽物がなく、大半の生徒が即死に近い状態であったという。
己斐の小学校にたどり着いた生徒も瀕死の重傷で、翌日昼頃までには全員が死
亡。自宅にたどり着くことが出来た生徒も、まもなく亡くなった。
　８月７日の朝、１年１組倉西美智枝さんを捜しに出たお姉さんが、土橋付近
で美智枝さんの名札が付いた制服を見つけられた。県女の生徒が避難している
と聞いて己斐小学校に行かれた。怪我がひどく、ベルトの下に見える布地でやっ
と美智枝さんだとわかった。美智枝さんは７日朝亡くなった。
　「ヒロシマ」と表示されている校章は、アルファベットが使用できなかった
戦時中の校章。

「有朋歴史資料の収集・継承」　小委員会



１３．旧陸軍被服支廠の木造校舎とグランド

　広島市の都市復興計画により、下中
町の県女校地は大部分が平和大通りに
なることとなり、旧校地への復帰はで
きなくなった。１９４６（昭和２１）
年出汐町の旧陸軍被服支廠のレンガ倉
庫を校舎とし、八木・川内・草津に分
散していた教場を閉じ、第一県女の再
出発となった。大竹の海兵団からもら
い受け草津に運ばれていた机と椅子を、
生徒たちが４人一組となり草津から陸

「有朋歴史資料の収集・継承」　小委員会

路運んだ。その後１９４７（昭和２１）年旧陸軍被服支廠の木造建物（写真・下）
に移転し校舎とした。写真・上は１９４８（昭和２３）年の第一回運動会で踊る生徒。
背景は旧陸軍被服支廠の建物。



１４．一周忌法会で哀悼歌

　原爆犠牲者への哀惜と鎮魂の祈りをこめて、哀悼歌を作ることになった。

全校生徒から募集し、３年生の岸谷敞子（４４期）の詩が選ばれ、岡本真

一郎教諭が作曲した。そして一周忌にあたる１９４６（昭和２１）年８月

６日、一周忌の法会で霊前に捧げた。

哀悼歌

一．散りにし人を弔うと　襟を正して佇めば　墓標の文字の目にしみる

　　ああ師の君よわが友よ　かえらぬ人の追憶に　目がしら何時かうるおえり

二．心静かにおろがめば　わが師の君の在りし日の　み教えいたく胸にしむ

　　思い出せば懐かしき　わが友垣のあの姿　あのほほえみも目に浮ぶ

三．いま学び舎の焼け跡に　受難のあとを弔いて　み墓の前にぬかずけば

　　無量のおもい胸にわく　ああ師の君よわが友よ　鎮まり給え安らけく

「有朋歴史資料の収集・継承」　小委員会



１５．下中町一番地の県女跡地　（中区中町）

「有朋歴史資料の収集・継承」　小委員会

１９４３（昭和１８）年頃、購買部に置か

れていたポストカードの１枚。正門と本館

は東側の道路に面し、講堂が東南の角にあ

る。現在の地図、航空写真 (2001 年撮影 )

を復興計画図と重ね合わせると、おおよそ

の位置が推測できる。

追悼の碑



１６．五線譜が刻まれた追憶の碑

「有朋歴史資料の収集・継承」　小委員会

　１９５５（昭和３０）年旧広島第一県女の正門跡の緑地帯に、原爆犠牲

者追憶の碑が建てられ、以後毎年８月６日追悼式がこの場所で行われてい

る。追憶の碑の裏には哀悼歌の３番の歌詞と楽譜の一節が刻まれ、ＮＨＫラ

ジオで「五線譜のある慰霊碑」として全国放送された。また１９８２（昭

和５７）年、原爆の犠牲となった教職員と生徒２９７名（現在は３０１名）

の名前が刻まれた銘板が、追憶の碑の後方に設置された。皆実高校第１１

代合田学校長の提案と遺族会の賛同により作成されたものである。銘板の

文字は被爆当時、書道担当であった川北春江元教諭が、亡き教え子のため

に記した。

まなぶ




